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令和３年中泊町議会予算特別委員会

令和 ３年 ３月１０日（水曜日）

〇議事日程 第１号

１ 臨時委員長の紹介

２ 委員長選挙

３ 副委員長選挙

４ 会議録署名委員の指名

５ 会期の決定

６ 議案第 ３号 令和３年度中泊町国民健康保険特別会計予算につ

いて

７ 議案第 ４号 令和３年度中泊町介護保険事業特別会計予算につ

いて

８ 議案第 ５号 令和３年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算

について

９ 議案第 ６号 令和３年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算

について

１０ 議案第 ７号 令和３年度中泊町後期高齢者医療特別会計予算に

ついて

１１ 議案第 ８号 令和３年度中泊町水道事業特別会計予算について

〇出席委員（１３名）

１番 田 中 洋 君 ２番 今 博 子 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 川 山 光 則 君

９番 青 山 雅 晴 君 １０番 沖 崎 勲 君

１１番 野 上 憲 幸 君 １２番 野 上 祐 一 君

１３番 長 利 司 君

〇欠席委員（なし）
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〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 米 塚 鈴 子 君

代 表 監 査 委 員 葛 西 昭 文 君

総 務 課 長 葛 西 成 芳 君

財 政 課 長 毛 内 康 裕 君

総 合 戦 略 課 長 三 上 晃 瑠 君

税 務 課 長 太 田 光 平 君

町 民 課 長 山 中 哲 哉 君

福 祉 課 長 木 元 剛 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光
越 野 進 一 君課 長

小 泊 支 所 長 加 藤 孝 典 君

教 育 次 長 成 田 勝 輝 君

総 務 学 務 課 長 藤 田 康 久 君

会 計 課 長 下 山 貴 子 君

上 下 水 道 課 長 阿 部 明 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 宮 越 裕 子 君

総 務 課
木 村 将 師 君行 政 情 報 係
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開会 午前１０時００分

◎臨時委員長の紹介

〇議会事務局長（宮越裕子君） おはようございます。予算特別委員会の開会

に当たり、事務局より臨時委員長のご紹介をいたします。

本日は、去る３月４日の本会議において予算特別委員会が設置され

てから初めての委員会となります。委員長が互選されるまでの間は、

委員会条例第１０条第２項の規定によって、出席委員の中で年長の委

員が臨時に委員長の職務を行うことになっております。

したがいまして、出席委員の中で年長の委員であります野上祐一委

員に臨時委員長をお願いすることにいたします。

野上祐一委員、よろしくお願いいたします。

〇野上（祐）臨時委員長 おはようございます。ただいま紹介されました野上

でございます。委員会条例第１０条第２項の規定によって、臨時委員

長の職務を行います。何とぞよろしくお願いいたします。

◎開会の宣告

〇野上（祐）臨時委員長 ただいまの出席委員数は１３人です。定足数に達し

ていますので、これから予算特別委員会を開会します。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

◎委員長選挙

〇野上（祐）臨時委員長 日程第２、委員長の選挙を行います。

お諮りします。委員長の選挙は指名推選の方法により行いたいと思

いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、委員長の選挙は指名推選の方法により行うことに決定

しました。

お諮りします。指名の方法については、私から指名することにした

いと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 ご異議なしと認めます。
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したがって、私が指名することに決定しました。

予算特別委員会の委員長に青山雅晴委員を指名します。ご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇野上（祐）臨時委員長 ご異議なしと認めます。

したがって、青山雅晴委員が委員長に当選されました。

本席より青山雅晴委員に当選の告知をいたします。

それでは、ただいま委員長に当選されました青山雅晴委員には承諾

をいただき、就任の挨拶をお願いいたします。青山委員、よろしくお

願いします。

〇青山委員長 ただいま皆様方のご推挙によりまして、予算特別委員会の委員

長という大役を仰せつかりました青山です。

本委員会は、令和３年度の町政の方向を決める重要な予算について

審議を行うものでありますので、公平、公正な委員会運営を図ってま

いりたいと思っております。委員の皆様にも、円滑な議事運営、進行

にご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任の挨拶といた

します。

〇野上（祐）臨時委員長 以上で臨時委員長の職務を終了いたします。ご協力

ありがとうございました。

青山委員長と交代します。青山委員長、委員長席によろしくお願い

します。どうもご協力ありがとうございました。

（臨時委員長、委員長と交代）

◎副委員長選挙

〇青山委員長 それでは、日程第３、副委員長の選挙を行います。

お諮りします。副委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたい

と思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。

したがって、副委員長の選挙は指名推選の方法により行うことに決

定しました。

お諮りします。指名の方法については、私が指名することにしたい

と思います。ご異議ありませんか。
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（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。

したがって、私が指名することに決定しました。

予算特別委員会の副委員長に塚本悦子委員を指名します。ご異議あ

りませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。

したがって、塚本悦子委員が副委員長に当選されました。

本席より塚本悦子委員に当選の告知をいたします。

それでは、ただいま副委員長に当選されました塚本悦子委員には承

諾をいただき、就任の挨拶をお願いします。

〇塚本副委員長 ただいま委員皆様方のご推挙により副委員長に選ばれまして

ありがとうございます。塚本でございます。令和３年予算審議が正し

く行われますよう皆様方のご協力をお願いを申し上げ、委員長をしっ

かりと補佐する所存でございますので、どうぞよろしくお願いをいた

します。簡単ではございますが、ご挨拶といたします。

◎会議録署名委員の指名

〇青山委員長 日程第４、会議録署名委員の指名を行います。

本委員会の会議録署名委員は、２番、今博子委員、３番、成田直人

委員を指名します。

◎会期の決定

〇青山委員長 日程第５、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。予算特別委員会の会期は、本日と明日１１日の２日

間にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。

したがって、予算特別委員会の会期は、本日と明日１１日の２日間

に決定しました。

◎議案第３号の上程、説明、質疑

〇青山委員長 本日は、予算特別委員会に付託されました議案第３号から議案
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第８号までの令和３年度各特別会計予算の審査を行います。

お諮りします。各議案の審査は、歳入と歳出を一括して行いたいと

思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。

したがって、各議案の審査は歳入と歳出を一括して行うことに決定

しました。

なお、ご質問の際は予算書のページを示してお願いします。

日程第６、議案第３号 令和３年度中泊町国民健康保険特別会計予

算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） 議案第３号 令和３年度中泊町国民健康保険特別

会計予算案についてご説明いたします。

事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１５億５，７

４４万４，０００円となり、前年度当初予算額に対して４，６１３万

３，０００円、率にして２．８８％の減となっております。

診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億４，

１５４万円となり、前年度当初予算額に対して４１万２，０００円、

率にして０．２９％の減となっております。

歳入歳出予算の概要について事業勘定からご説明申し上げます。

２ページを御覧ください。歳入は、第１款国民健康保険税に３億２，

７０９万４，０００円、第２款使用料及び手数料に３０万円、第３款

国庫支出金に１，０００円、第４款県支出金に１１億１，６５７万３，

０００円、第５款財産収入に１，０００円、第６款繰入金に１億８８

０万１，０００円、第７款繰越金に１，０００円、第８款諸収入に４

６７万３，０００円を計上しております。

４ページから５ページを御覧ください。歳出は、第１款総務費に２，

２７１万円、第２款保険給付費に１０億９，６８９万８，０００円、

第３款国民健康保険事業費納付金に４億９１５万５，０００円、第４

款共同事業拠出金に１，０００円、第５款財政安定化基金拠出金に１，

０００円、第６款保健事業費に１，６５８万５，０００円、第７款基

金積立金に１，０００円、第８款公債費に１，０００円、第９款諸支
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出金に２０９万２，０００円、第１０款予備費に１，０００万円を計

上しております。

次に、歳入歳出予算の主なものを款項を追って事業勘定の歳出から

ご説明いたします。

恐れ入りますが、１５ページを御覧願います。３、歳出。第１款総

務費、第１項総務管理費に、１６ページを御覧願います。対前年度比

８３２万２，０００円減の１，８７７万８，０００円を計上しており

ます。

第２項徴税費に前年度と同額の３６４万５，０００円を計上してお

ります。主なものとしては、１８節負担金、補助及び交付金に、収納

率向上のため県市町村総合事務組合への徴収委託負担金２９０万円を

計上しております。

第３項運営協議会費に対前年度比５万２，０００円増の２８万７，

０００円を計上しております。

第２款保険給付費、第１項療養諸費、第１目一般被保険者療養給付

費から、１７ページを御覧ください。第５目審査支払手数料まで合計

で対前年度比２，６３４万８，０００円減の９億３，６２９万３，０

００円を計上しております。

第２項高額療養費、第１目一般被保険者高額療養費から第４目退職

被保険者等高額介護合算療養費まで合計で対前年度比２，１８６万６，

０００円増の１億５，４４０万３，０００円を計上しております。

第３項移送費に、１８ページを御覧願います。合計で対前年度比１，

０００円減の２，０００円を計上しております。

第４項出産育児諸費に１０人分の出産育児一時金として、対前年度

比２１０万円減の４２０万円を計上しております。

第５項葬祭費に対前年度比２５万円増の２００万円を計上しており

ます。

第３款国民健康保険事業費納付金、第１項医療給付費分に合計で対

前年度比４，９８３万９，０００円減の２億５，１４３万８，０００

円を計上しております。

１９ページを御覧願います。第２項後期高齢者支援金等分に、合計

で対前年度比２１８万１，０００円増の９，６７６万３，０００円を

計上しております。
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第３項介護納付金分に対前年度比１，７８７万７，０００円増の６，

０９５万４，０００円を計上しております。

第４款共同事業拠出金、第１項共同事業拠出金に前年度と同額の１，

０００円を計上しております。

第５款財政安定化基金拠出金、第１項財政安定化基金拠出金に前年

度と同額の１，０００円を計上しております。

第６款保健事業費、第１項保健事業費に、２０ページを御覧願いま

す。対前年度比２９万１，０００円増の５４５万７，０００円を計上

しております。

第２項特定健康診査等事業費に対前年度比２５４万円減の１，１１

２万８，０００円を計上しております。主なものとしては、１２節委

託料の４０歳以上を対象とした特定健康診査委託料１，０３１万８，

０００円であります。

２１ページを御覧願います。第７款基金積立金、第１項基金積立金

に前年度と同額の１，０００円を計上しております。

第８款公債費、第１項財政安定化基金償還金に前年度と同額の１，

０００円を計上しております。

第９款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金に、２２ページを御

覧願います。合計で対前年度比５０万円増の２０９万１，０００円を

計上しております。

第２項繰出金に前年度と同額の１，０００円を計上しております。

第１０款予備費、第１項予備費に対前年度比と同額の１，０００万

円を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。

恐れ入りますが、１０ページにお戻り願います。２、歳入。第１款

国民健康保険税、第１項国民健康保険税、第１目一般被保険者国民健

康保険税に対前年度比９３０万円減の３億２，７０５万６，０００円

を計上しております。

１１ページを御覧願います。第２款使用料及び手数料、第１項手数

料に前年度と同額の３０万円を計上しております。

第３款国庫支出金、第２項国庫補助金に前年度と同額の１，０００

円を計上しております。

第４款県支出金、第１項県補助金に対前年度比２，０９０万４，０
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００円減の１１億１，６５７万２，０００円を計上しております。

１２ページを御覧願います。第２項財政安定化基金交付金に前年度

と同額の１，０００円を計上しております。

第５款財産収入、第１項財産運用収入に前年度と同額の１，０００

円を計上しております。

６款繰入金、第１項一般会計繰入金に、１３ページを御覧願います。

法定分の繰入れとして対前年度比１，６１６万８，０００円減の１億

８８０万円を計上しております。

第２項財政調整基金繰入金に前年度と同額の１，０００円を計上し

ております。

第７款繰越金、第１項繰越金に前年度と同額の１，０００円を計上

しております。

第８款諸収入、第１項延滞金加算金及び過料に対前年度比４１万円

増の４４１万１，０００円を計上しております。

第２項受託事業収入に前年度と同額の１，０００円を計上しており

ます。

１４ページを御覧願います。第３項雑入に合計で対前年度比１０万

８，０００円減の２６万１，０００円を計上しております。

以上で事業勘定の説明を終わります。

引き続き、診療施設勘定の歳入歳出予算の概要についてご説明申し

上げます。６ページにお戻り願います。歳入は、第１款診療収入に１

億７１６万円、第２款使用料及び手数料に１６万４，０００円、第３

款県支出金に４２万９，０００円、第４款繰入金に２，４３７万１，

０００円、第５款繰越金に１，０００円、第６款諸収入に９４１万５，

０００円を計上しております。

７ページを御覧願います。歳出は、第１款総務費に１億４０万６，

０００円、第２款医業費に１，７７８万７，０００円、第３款公債費

に２，２８４万７，０００円、第４款予備費に５０万円を計上してお

ります。

次に、歳入歳出予算の主なものについて款項を追ってご説明申し上

げます。歳出からご説明いたします。３６ページを御覧願います。３、

歳出。第１款総務費、第１項医療施設管理費、第１目一般管理費に対

前年度比８万８，０００円減の８，１４９万９，０００円を計上して
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おります。主なものは、２節給料など医師１名、職員４名分の人件費

で合計５，２７１万９，０００円。３７ページを御覧願います。１２

節委託料に診療所受付、清掃業務１，５６９万７，０００円を計上し

ております。

３８ページを御覧願います。第２項歯科施設管理費、第１目一般管

理費に対前年度比６７万３，０００円減の１，８９０万７，０００円

を計上しております。主なものは、医師１名の人件費で、合計１，８

５９万８，０００円であります。

３９ページを御覧願います。第２款医業費、第１項医科用医業費に

合計で対前年度比８４万８，０００円増の１，３８６万７，０００円

を計上しております。

第２項歯科用医業費に合計で対前年度比３０万円減の３９２万円を

計上しております。

第３款公債費、第１項公債費に診療所建設費等の長期債の償還分と

して、元金、利子合わせて合計で対前年度比１，０００円増の２，２

８４万７，０００円を計上しております。

４０ページを御覧願います。第５款予備費、第１項予備費に対前年

度比２０万円減の５０万円を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、３２ペー

ジにお戻り願います。２、歳入。第１款診療収入、第１項医科外来収

入に第１目国民健康保険診療報酬収入から第６目労災、その他診療報

酬収入まで合計で対前年度比２１万３，０００円減の８，３４１万円

を計上し、第２項歯科外来収入に第１目国民健康保険診療報酬収入か

ら、３３ページを御覧願います。第６目労災、その他診療報酬収入ま

で合計で対前年度比２万７，０００円増の２，２６２万２，０００円

を計上しております。

第３項その他診療収入は、対前年度比１８万１，０００円減の１１

２万８，０００円を計上しております。

第２款使用料及び手数料、第１項手数料は、対前年度比１万７，０

００円増の１３万円を計上しております。第２項使用料は、前年度と

同額の３万４，０００円を計上しております。

３４ページを御覧願います。第３款県支出金、第１項県補助金にお

いて、健康保険のオンライン確認等のシステム整備に係る医療提供体
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制設備整備補助金として４２万９，０００円を計上しております。

第４款繰入金、第１項他会計繰入金に合計で対前年度比２９万７，

０００円減の２，４３７万１，０００円を計上しております。

第５款繰越金、第１項繰越金に前年度と同額の１，０００円を計上

しております。

第６款諸収入、第１項雑入に合計で対前年度比４７万１，０００円

減の８３０万７，０００円を計上しております。

第２項受託事業収入は、対前年度比２７万７，０００円増の１１０

万８，０００円を計上しております。

以上で議案第３号 令和３年度中泊町国民健康保険特別会計予算案

についてご説明いたしました。

〇青山委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

１１番、野上委員。

〇野上（憲）委員 今何といっても、騒がれているのがコロナウイルスの感染

症であります。この感染症、幸いにも全く出てはないという中身では

なくて、多少の中身でも、我々の地域においても出たわけであります

けれども、それについての、いわゆる国の手当て、それが国保会計の

中身で出ていっているものか、まだ入ってきてはないと思うけれども、

どのぐらいの金額になっているものか。それが、いわゆるこれからの、

この地域でのパンデミックということはないと思いますけれども、果

たしてそうなったときのやっぱり国保としての会計処理の仕方。

あとは、これから当然ワクチンの接種とか、いわゆる４月、５月で

始まってくるわけですけれども、これについても当然国保の運営病院、

小泊はそうですけれども、ほかの他診療所、いわゆる３か所があるの

ですけれども、そのいわゆる接種の構成比率、そしてまたそれに伴っ

てやっぱり国保の運営病院ですから、やっぱり予防法の診療報酬等も

入ってくるわけでしょう。そういう見込み等は試算をしてあるもので

すか。そこら辺ちょっと確認したいと思いまして。

〇青山委員長 山中課長。

〇町民課長（山中哲哉君） まずご質問のコロナの関係にどれくらい、まず保

険とか、そういうのが使われるのかというのは、ちょっと把握できて

いない状態でございます。それら診療報酬のコロナの接種に関しては、
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まず１人接種するごとに２，０７０円という、それにまた消費税がか

かるような、そういうのでまず診療機関に委託するような形に、これ

は全国統一でございます。

以上でございます。

〇青山委員長 １１番、野上委員。

〇野上（憲）委員 当然これから当町でも接種が始まるわけですけれども、い

わゆる接種の実施状況がどういう中身でこれから組まれてあるのか、

それも計画をちゃんと組んであるのでしょうか。

〇青山委員長 山中町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） コロナウイルスのワクチンの接種については、以

前ご説明した個別医療機関、町内の個別医療機関並びに広域連合のか

なぎ病院の個別接種と、あと集団接種会場を設けましてやるような、

併用の形でやっていきたいと考えてございます。

〇青山委員長 １１番委員。

〇野上（憲）委員 接種する、いわゆる人数比率とか、まだ全然そこまでは掌

握していないのでしょう。

〇青山委員長 山中課長。

〇町民課長（山中哲哉君） 人数については、高齢者が４，８３８名で一般の

方がまず約５，０００名近くいるというふうになってございます。

〇青山委員長 １１番委員。

〇野上（憲）委員 それは概略で分かりますけれども、どこの医療機関がどの

ぐらいの中身で実施するかということまでは、まだ試算はしていない

わけですか。

〇青山委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） ただいま野上委員のほうからご質問のコロナワクチン

の接種については、今施設入所者、それから在宅の方、どういうふう

にして接種を行っていくのか。ワクチンの入ってくる最初の段階、４

月２６日を想定されているわけでございますが、それらについて６月

の末までに６５歳以上の対象者、いかにして接種を終えるかというふ

うなことで、詳細に計画を立ててございます。近日中に固まりました

ら、また何らかの方法で委員各位のほうにお知らせをしたいなと思っ

ております。

計画については、昨日私も説明を受けたのですが、相当細かく対応
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できるように計画が組まれておりますので、予定どおりいけるものと

いうふうに確信をしております。

以上でございます。

〇青山委員長 ほかに質疑はございませんか。

１０番、沖崎委員。

〇沖崎委員 私から、この間も切符が高いという話をしたのですけれども、今

回も国保の関係、高額医療、聞きたいのは、透析を利用している人が

今中泊で何人あるのか、課長。

〇青山委員長 山中町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） 今現在４０人いらっしゃいます。

（何事か声あり）

〇青山委員長 山中町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） ちょっとその地域ごとというのは、出ていません。

すみません。

〇青山委員長 ほかに質疑はございませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、議案第３号 令和３年度中泊町国民

健康保険特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第４号の上程、説明、質疑

〇青山委員長 日程第７、議案第４号 令和３年度中泊町介護保険事業特別会

計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

木元福祉課長。

〇福祉課長（木元 剛君） 議案第４号 令和３年度中泊町介護保険事業特別

会計予算案についてご説明申し上げます。

令和３年度当初予算の編成においては、介護サービス受給者の増及

びサービス受給者１人当たりの給付費の増並びに介護報酬の改定、平

均０．７％の増となっております。こちらの改定の影響を見込み、歳

入歳出予算の総額は、前年度と比較して７，４７８万円増の１８億２，

２４８万４，０００円となっております。

歳入歳出予算の概要について款を追ってご説明申し上げます。２ペ

ージを御覧ください。歳入では、第１款保険料に２億７，５３２万８，
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０００円、第２款使用料及び手数料に２万１，０００円、第３款国庫

支出金に５億２７９万６，０００円、第４款支払基金交付金に４億６，

６７０万７，０００円、第５款県支出金に２億５，３６９万２，００

０円、第６款財産収入に１，０００円、第７款繰入金に３億２，３７

５万８，０００円。次の３ページを御覧ください。第８款繰越金に１，

０００円、第９款諸収入に１８万円を計上いたしております。

４ページを御覧ください。続いて、歳出についてご説明申し上げま

す。第１款総務費に５，０１４万８，０００円、第２款保険給付費に

１６億７，７５４万７，０００円、第３款地域支援事業費に９，３７

１万４，０００円、第４款基金積立金に１，０００円、第５款公債費

に７万円。次の５ページを御覧ください。第６款諸支出金に４０万１，

０００円、第７款予備費に６０万３，０００円を計上いたしておりま

す。

次に、歳入歳出の主なものについて款項を追ってご説明申し上げま

す。最初に、歳出からご説明いたします。１３ページを御覧ください。

第１款総務費、第１項総務管理費に、１４ページを御覧ください。対

前年度比２９７万５，０００円減の３，８２８万５，０００円を計上

いたしております。本年度実施している老人福祉計画・介護保険事業

計画作成業務２５６万６，０００円計上しているのですけれども、こ

ちらの終了が主な要因であります。

第２項徴収費に、対前年度比７９万９，０００円増の１３９万円を

計上いたしております。

第３項介護認定審査会費に対前年度比１２万２，０００円減の１，

０４７万３，０００円を計上いたしております。

１５ページを御覧ください。第２款保険給付費、第１項介護サービ

ス等諸費に対前年度比７，９３２万４，０００円増の１５億７０６万

６，０００円を計上いたしております。主な増要因は、居宅介護サー

ビス給付費の増が１，５２０万４，０００円、介護療養型施設利用者

の増による施設介護サービス給付費の増が３，１９６万９，０００円、

グループホーム利用者等の増による地域密着型介護サービス給付費の

増が３，０１４万６，０００円となっております。

第２項介護予防サービス等諸費に対前年度比１１８万５，０００円

減の２，０８５万５，０００円を計上いたしております。
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第３項高額介護サービス等費に対前年度比１１９万４，０００円増

の５，７５２万５，０００円を計上いたしております。給付費の増に

伴う高額介護サービス費の増を見込んでおります。

１６ページを御覧ください。第４項その他諸費に対前年度比３万円

増の１１０万円を計上いたしております。

第５項特定入所者介護サービス等費に対前年度比６８万４，０００

円増の９，１００万１，０００円を計上いたしております。

第３款地域支援事業費、第１項介護予防生活支援サービス事業費に

対前年度比１３７万５，０００円減の４，９６６万１，０００円を計

上いたしております。

１７ページを御覧ください。第２項一般介護予防事業費に対前年度

比３１１万８，０００円減の１１１万６，０００円を計上いたしてお

ります。今年度に実施した介護予防日常生活圏域ニーズ調査の終了が

主な要因であります。

第３項包括的支援事業任意事業費に、１９ページを御覧ください。

対前年度比１５７万２，０００円増の４，２７１万９，０００円を計

上いたしております。地域包括支援センター運営事業費の増によるも

のであります。

第４項その他諸費に２１万８，０００円、第４款基金積立金に２，

０００円、第５款公債費に７万円、第６款諸支出金に、２０ページを

御覧ください。４０万１，０００円、第７款予備費に６０万３，００

０円を計上いたしております。

次に、歳入の主なものについてご説明申し上げます。８ページを御

覧ください。２、歳入。第１款保険料、第１項介護保険料に対前年度

比１５４万円増の２億７，５３２万８，０００円を計上いたしており

ます。令和２年度の実績等を基に見込んでおります。

第２款使用料及び手数料に対前年度と同額の２万１，０００円を計

上いたしております。

第３款国庫支出金、第１項国庫負担金に対前年度比１，４３７万６，

０００円増の３億６０８万円を計上し、第２項国庫補助金に調整交付

金等の増により、９ページを御覧ください。対前年度比１，９７９万

１，０００円増の１億９，６７１万６，０００円を計上いたしており

ます。
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第４款支払基金交付金に対前年度比２，０３９万２，０００円増の

４億６，６７０万７，０００円を計上いたしております。

１０ページを御覧ください。第５款県支出金、第１項県負担金に対

前年度比１，１６３万８，０００円増の２億３，９１２万２，０００

円。第２項県補助金に対前年度比２５万４，０００円減の１，４５７

万円を計上いたしております。

第６款財産収入に１，０００円を計上いたしております。

第７款繰入金、第１項一般会計繰入金に、１１ページを御覧くださ

い。対前年度比７１８万円増の３億９４６万３，０００円を計上いた

しております。介護給付費の増による法定繰入れ分が対前年度比で１，

０００万５，０００円の増となっております。

第２項基金繰入金に１，４２９万５，０００円を計上いたしており

ます。財源調整分として、介護給付費準備基金繰入金を見込んだもの

であります。

１２ページを御覧ください。第８款繰越金に１，０００円を計上し、

第９款諸収入、第１項延滞金、加算金及び過料に１，０００円を計上

し、第２項雑入に１７万９，０００円を計上いたしております。

以上、議案第４号 令和３年度中泊町介護保険事業特別会計予算案

についてご説明申し上げました。

〇青山委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

６番、荒関委員。

〇荒関委員 今高齢化社会の中で独り暮らしの家庭が大分増えてきておりまし

て、その中で、いわゆる孤独死、核家族の中で、もう１人でお暮らし

になっているご老人の方が突然亡くなっている。今までは、地域コミ

ュニティーがある程度それらをカバーしていたような状態もあったの

ですけれども、だんだん崩壊してきまして、非常に悲しい出来事が最

近増えているのですけれども、それに対しての見守り隊的な対策等を

今までも講じていたのか。講じていたのであれば、どこに足りないと

ころがあって、そういう状況が発生しているのか。また、そういう対

策を講じていないのであれば、今後どのようにして、それらの問題を

解決していく所存か当局のお考えをお伺いいたします。

〇青山委員長 木元福祉課長。
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〇福祉課長（木元 剛君） 荒関委員のご質問にお答えいたします。

確かにおっしゃるとおり、３月に入ってから町内において独り暮ら

しの高齢者が自宅で亡くなる、いわゆる孤独死の状態で発見されると

いう事案が相次いで発生しております。当町では、高齢者世帯や福祉

安心電話を利用している高齢者の方々の世帯を定期的に訪問する地域

見守り活動推進事業を社会福祉協議会に委託し、高齢者の方々約２４

０人の見守りを実施してきております。

また、平成２５年度以降、地域の見守り活動について、郵便局や新

聞店など８事業者と協定を締結しまして、見守りに協力していただい

ているところでありますが、結果としてこのようなことになり、非常

に残念に思っております。

このような事案の発生を未然に防止できるよう見守り活動協定を締

結している事業者及び見守り業務を実施している社会福祉協議会に協

定と、そして委託業務の内容の再確認と見守りの強化を依頼するとと

もに、日常的な見守りを強化するために、広報を月１回配布する行政

連絡員、福祉保健活動を行う民生児童委員、保健協力員、地域で活動

を行う方々に見守り活動への協力を依頼することといたしておりま

す。

事案の発生を未然に防止するには、日常的な見守りが不可欠なもの

となっております。議員の皆様におかれましても、最近姿を見かけな

い、連絡が取れない方などがいる場合は、福祉課や警察などに情報提

供するなど、見守りにご協力いただければと存じます。

〇青山委員長 ほかに質疑ありませんか。

６番、荒関委員。

〇荒関委員 見守り活動を定期的にそれなりに行っていても、そういう事案が

出るということは、これは非常に悲しいことでありますけれども、こ

の定期的に見守っているという形、２４０名ぐらいの方々にどのよう

な形で定期的に見回っているのか、その具体的なところをまずお知ら

せ願えればと思います。

〇青山委員長 木元福祉課長。

〇福祉課長（木元 剛君） 荒関委員のご質問にお答えいたします。

この定期的に見守るというのは、社会福祉協議会に委託している分

で地域の見守り活動推進事業業務の中で実施しているのですけれど
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も、こちらの中で、ほのぼの交流員という方が、老人クラブの会員の

方が、それぞれの地区におりますので、そちらの方々が定期的に登録

されている家庭、高齢者世帯を訪問しているという状況でございます。

〇青山委員長 ６番、荒関委員。

〇荒関委員 定期的にとするのは、月１回なのか、年１回なのか、不定期なの

か、そこを聞いているのです、まず。毎週火曜日に行くのか、水曜日

に行くのか、どういうふうな体制になっているかということをお伺い

しているのです。

〇青山委員長 木元福祉課長。

〇福祉課長（木元 剛君） 失礼しました。おおよそ月１回程度訪問している

と承知しております。

〇青山委員長 ６番、荒関委員。

〇荒関委員 そうやって協議会に委託している分には、定期的にといっても、

月１回程度の見守りしかできないような状況下にあるというのが今現

在なのです。先ほどの答弁をお伺いしますと、これから集落の方々に

定期的に月１回広報などを配布しておりますので、そういう方々も加

えて見守っていくと。電話とか何か、ポケベルではないのですけれど

も、簡単に具合が悪くなったら連絡できるような、重度の在宅にいる

方々を、そういう形では見守っていないのですか、当町では。

〇青山委員長 木元福祉課長。

〇福祉課長（木元 剛君） 現在町で社協に委託して実施している事業で福祉

安心電話というものがございます。こちら今現在利用されている方２

４人と少ないのですけれども、こちらに登録されている方については、

何かあれば、その福祉安心電話を使えば、２４時間体制で、平日の昼

の時間帯は、町の社会福祉協議会に、夜間は県の社会福祉協議会のほ

うに連絡が行くという体制となっております。

〇青山委員長 ６番、荒関委員。

〇荒関委員 そういうふうに登録している方は、手厚くそういう対策は講じて

いるのでしょうが、突発的なことも当然ございますので、これからも

そこいら辺は、こういう事例が多く発生しないように未然に防げるよ

うな対策をまず講じていただきたいことと、あといわゆる防犯にも関

係するのですけれども、どうも駐在所等が連絡しても、駐在所の電話

が通じないのです、最近。お巡りさんもちょうど春の見回り等で駐在
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所を空ける場合あると思うのですけれども、何かそういう事件性があ

るようなときには、どうしても駐在所とかのほうを頼ろうとするのが

地域住民なのですけれども、そこいら辺は密に、行政とはどういう形

で話し合われているのか、話し合われていないのか、そこいら辺も含

めてお願いします。

〇青山委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今話題になってる孤独死の件でありますが、私も今回

の事例につきまして、なぜそういうことになったのかということで、

様々情報を収集させていただいたわけでございますが、私が今思い立

っている考え方というのは、できるだけ個々が孤独にならない、孤独

を選ばない環境をつくっていかなければいけないのではないかなと思

っております。

今回の方々につきましても、お一人の方は、行政連絡員の訪問すら

拒否をされたと。もう一人の方は、保健協力員が時々訪ねていっても、

出てこないと。大丈夫だから来ないでくれというふうに拒絶をされて

いる。そのことが先ほど来お話しになっている登録されている、いな

いのところに関わってくるのだと思うのですが、それにしても、近隣

にも同年齢、日頃からお付き合いのあった方々がおられる、まさに地

域コミュニティーだと思うのですけれども、そういう方々との縁すら

も絶ってしまうことに、今回のように一人でお亡くなりになるという

事例が発生してしまったのではないかなと思っております。

いま一度地域コミュニティーの在り方というものを、地域の絆とい

うものをしっかりとつくっていけるような形をつくり、その周りから、

自分１人が孤独になることを選ぶような方が出ないような地域社会に

していかなければ、幾ら駐在さんが回っていっても、郵便局の見守り

の体制を固めても、本人が拒否している以上、なかなかそこを突破で

きないという事情が、今また個人情報保護という問題もあって、その

部分をどう折り合いをつけていくのかということも、これからは考え

ていかなければいけないなというふうに私自身考えております。

長期間にわたって発見されずにお亡くなりになっていたということ

を考えますと、地域でやっぱり見ていかなければいけないのかなと思

います。

〇青山委員長 ほかに質疑ございませんか。
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（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようでございますので、議案第４号 令和３年度中

泊町介護保険事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第５号の上程、説明、質疑

〇青山委員長 日程第８、議案第５号 令和３年度中泊町農業集落排水事業特

別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 議案第５号 令和３年度中泊町農業集落排水

事業特別会計予算案についてご説明申し上げます。

令和３年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算案は、歳入歳出予

算の総額が歳入歳出それぞれ４，１７６万１，０００円となり、前年

度当初予算額に対して４７万４，０００円、率にして１．１％の増と

なっております。

歳入歳出予算の概要について款を追ってご説明申し上げます。

歳入では、２ページを御覧願います。第１款使用料及び手数料に５

５７万２，０００円、第２款繰入金に３，６０８万９，０００円、第

３款繰越金に１０万円を計上しております。

次に、歳出です。第１款事業費に１，４７６万６，０００円、第２

款公債費に２，６８９万５，０００円、第３款予備費に１０万円を計

上しております。

次に、歳入歳出の主なものについて款項を追ってご説明いたします。

最初に、歳出についてご説明いたします。５ページを御覧願います。

３、歳出。第１款事業費、第１項施設管理費、第２目施設管理費、１

０節需用費に処理場の電気料として２５２万円、１１節役務費に処理

場余剰汚泥搬出手数料として５４０万６，０００円を計上し、１２節

委託料に処理施設管理業務委託料として４３０万１，０００円を計上

いたしております。

６ページを御覧願います。第２款公債費、第１項公債費では、長期

債元金に２，４１２万円を、長期債利子に２７７万５，０００円をそ

れぞれ計上しております。

次に、歳入でありますが、４ページにお戻り願います。２、歳入。
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第１款使用料及び手数料、第１項使用料に下水道使用料として５５７

万２，０００円を、第２款繰入金、第１項繰入金に一般会計からの繰

入金として３，６０８万９，０００円を計上しております。

以上、令和３年度中泊町農業集落排水事業特別会計予算案について

ご説明申し上げました。

〇青山委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 ないようですので、議案第５号 令和３年度中泊町農業集落排

水事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第６号の上程、説明、質疑

〇青山委員長 日程第９、議案第６号 令和３年度中泊町漁業集落排水事業特

別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 議案第６号 令和３年度中泊町漁業集落排水

事業特別会計予算案についてご説明申し上げます。

令和３年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算案は、歳入歳出予

算の総額が歳入歳出それぞれ２，３３３万４，０００円となり、前年

度当初予算額に対して４２９万２，０００円、率にして１５．５％の

減となっております。

歳入歳出予算の概要について款を追ってご説明申し上げます。

歳入では、２ページを御覧願います。第１款使用料及び手数料に２

８７万５，０００円、第２款繰入金に２，０４０万９，０００円、第

３款繰越金に５万円を計上しております。

次に、歳出です。第１款事業費に６２１万８，０００円、第２款公

債費に１，７０１万６，０００円、第３款予備費に１０万円を計上し

ております。

次に、歳入歳出の主なものについて款項を追ってご説明いたします。

最初に、歳出についてご説明いたします。５ページを御覧願います。

３、歳出。第１款事業費、第１項施設管理費、第２目施設管理費、１

０節需用費に処理場電気料として１９２万５，０００円、１２節委託
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料に処理施設管理業務委託料として２３９万５，０００円を計上して

おります。

６ページを御覧願います。第２款公債費、第１項公債費では、長期

債元金に１，５４５万４，０００円、長期債利子に１５６万２，００

０円をそれぞれ計上しております。

次に、歳入でありますが、４ページにお戻り願います。２、歳入。

第１款使用料及び手数料、第１項使用料に下水道使用料として２８７

万５，０００円を計上し、第２款繰入金、第１項繰入金に一般会計か

らの繰入金として２，０４０万９，０００円を計上しております。

以上、令和３年度中泊町漁業集落排水事業特別会計予算案について

ご説明申し上げました。

〇青山委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、議案第６号 令和３年度中泊町漁業

集落排水事業特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第７号の上程、説明、質疑

〇青山委員長 日程第１０、議案第７号 令和３年度中泊町後期高齢者医療特

別会計予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

山中町民課長。

〇町民課長（山中哲哉君） 議案第７号 令和３年度中泊町後期高齢者医療特

別会計予算案についてご説明いたします。

令和３年度中泊町後期高齢者医療特別会計の歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ２億８，７２５万５，０００円となり、前年度

当初予算額に対して５９７万４，０００円、率で２．０４％の減とな

っております。

次に、歳入歳出予算の概要についてご説明申し上げます。２ページ

を御覧願います。歳入は、第１款後期高齢者医療保険料に７，８５７

万３，０００円、第２款使用料及び手数料に２万円、第３款繰入金に

２億３２３万６，０００円、第４款繰越金に１，０００円、第５款諸

収入に５４２万５，０００円を計上しております。
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３ページを御覧願います。歳出は、第１款総務費に８３２万５，０

００円、第２款後期高齢者医療連合納付金に２億７，８６５万９，０

００円、第３款諸支出金に２７万１，０００円を計上しております。

次に、歳入歳出予算の主なものについて款項を追ってご説明申し上

げます。

歳出からご説明いたします。８ページを御覧願います。３、歳出。

第１款総務費、第１項総務管理費に前年度比９万６，０００円増の８

１０万６，０００円を計上しております。主なものとしては、１２節

委託料に後期高齢者健診委託料５９６万７，０００円、１３節使用料

及び賃借料に後期高齢者システムリース料１１０万７，０００円を計

上しております。

第２項徴収費に前年度と同額の２１万９，０００円を計上しており

ます。

第２款後期高齢者医療連合納付金、第１項後期高齢者医療連合納付

金に対前年度比６１７万３，０００円減の２億７，８６５万９，００

０円を計上しております。県広域連合から提示されました金額に基づ

き計上しております。

９ページを御覧願います。第３款諸支出金、第１項償還金及び還付

加算金に前年度比１０万３，０００円増の２７万１，０００円を計上

しております。

次に、歳入についてご説明いたします。恐れ入りますが、６ページ

にお戻り願います。２、歳入。第１款後期高齢者医療保険料、第１項

後期高齢者医療保険料に対前年度比３９２万２，０００円減の７，８

５７万３，０００円を計上しております。県広域連合より提示されま

した金額に基づき計上しております。

第２款使用料及び手数料、第１項手数料に、前年度と同額の２万円

を計上しております。

第３款繰入金、第１項一般会計繰入金に対前年度比２１８万３，０

００円減の２億３２３万６，０００円を計上しております。県広域連

合から提示されました金額に基づき計上しております。

第４款繰越金及び第５款諸収入、第１項延滞金、加算金及び過料に

ついては、前年度と同額の１，０００円を計上しております。

７ページを御覧願います。第２項雑入に対前年度比１３万１，００
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０円増の５４２万４，０００円を計上しております。

以上で議案第７号 令和３年度中泊町後期高齢者医療特別会計予算

案についてご説明いたしました。

〇青山委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、議案第７号 令和３年度中泊町後期

高齢者医療特別会計予算についての質疑を終わります。

◎議案第８号の上程、説明、質疑

〇青山委員長 日程第１１、議案第８号 令和３年度中泊町水道事業特別会計

予算についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 議案第８号 令和３年度中泊町水道事業特別

会計予算案についてご説明申し上げます。

恐れ入りますが、１ページを御覧願います。最初に、第２条、業務

の予定量ですが、（１）の給水件数は前年度比１０件減の４，２３０

件、（２）の年間総給水量は前年度比５００立方メートル減の８３万

９，０００立方メートル、（３）の一日平均給水量は前年度比４立方

メートル減の２，２９０立方メートルをそれぞれ見込んでおります。

次に、第３条の収益的収入及び支出の予定額として、収入の第１款

水道事業収益は前年度より２５７万５，０００円減の３億５，５２８

万円、支出は第１款水道事業費用に前年度より１，６０４万８，００

０円減の２億９，９１６万９，０００円をそれぞれ計上し、収支で５，

６１１万１，０００円の利益を予定しております。

恐れ入りますが、２ページを御覧願います。第４条の資本的支出に

２億１，８７３万９，０００円を計上し、その支払いは過年度分損益

勘定留保資金で補填する予定としています。

第５条、そして３ページの第６条の説明は省略させていただきます。

予算の詳細については、予算実施計画説明書で説明いたします。

最初に、支出の主なものについて説明いたしますので、２１ページ

を御覧願います。先ほども説明していますが、第１款水道事業費用と
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して前年度比１，６０４万８，０００円減の２億９，９１６万９，０

００円を計上しております。

第１項営業費用、第１目原水及び浄水費が前年度比２０５万７，０

００円減の３，１７１万３，０００円を計上しております。主なもの

は、第１５節委託料の水質検査委託料４４８万５，０００円、１９節

動力費電気料の１，０８２万４，０００円等であります。

２２ページを御覧願います。第２目配水及び給水費が前年度比２６

０万５，０００円減の６９３万９，０００円であります。主なものは、

第１８節修繕費の排水施設維持修繕費２００万円、機械・器具修理費

１７８万８，０００円等です。第４目総係費が、対前年度比５４８万

６，０００円減の６，２０５万４，０００円を計上しております。減

額の要因としては、主に職員人件費分であります。

２５ページを御覧願います。第２項営業外費用、第１目支払利息が

前年度比３１４万１，０００円減の２，３７０万円であります。

その他のものについては、前年度とほぼ同内容及び同額となってお

りますので、説明を省略させていただきます。

次に、収益的収入及び支出の収入について説明いたしますので、１

８ページにお戻り願います。第１款水道事業収益、第１項営業収益、

第１目給水収益は、前年度比２２８万４，０００円減の２億８，９３

２万５，０００円を計上しております。減額の理由としては、給水収

益の減少によるものです。

１９ページを御覧願います。第２項営業外収益、第２目他会計補助

金に対前年度比４２万１，０００円減の３，１０６万３，０００円を

計上しております。これは、高料金対策の一般会計からの補助金にな

ります。

次に、資本的支出について説明いたしますので、２６ページを御覧

願います。第１款資本的支出、第１項建設改良費、第１目営業設備費、

４０節工事費に満期量水器取替工事１，１４５万３，０００円、小泊

浄水場中央監視装置機能増設工事４２９万円、４２節量水器購入費に

２，５４０万７，０００円を計上し、第２項企業債償還金、第１目企

業債償還金に償還元金１億７，７５８万９，０００円を計上しており

ます。

以上、令和３年度中泊町水道事業特別会計予算案についてご説明申
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し上げました。

〇青山委員長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はあ

りませんか。

３番、成田委員。

〇成田委員 ４ページ、お願いしたいと思います。４ページの収入の営業外収

益の目の５です。長期前受金戻入の関係なのですが、これについては、

結構３，４６９万１，０００円ということで計上しておりますが、そ

もそもこの補助金がどういうふうなものかということと、その当時受

けた金額、そしてこの期限はいつごろまで計上になるか、その３点を

お願いしたいと思います。

〇青山委員長 阿部下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 今の成田委員の質問に答えます。

長期前受金戻入の金額、これに関しましては、過去において補助金

をもらって事業をした分になります。それを収入の部に上げていると

いうことで、様々今までありましたので、それが償却期限が過ぎるま

でこちらのほうに載るようになってございます。

以上です。

〇青山委員長 ３番、成田委員。

〇成田委員 補助事業ということではなくて、様々な事業が合算した中でのこ

ういうふうな予算、経理処理だということでよろしいですか。

〇青山委員長 阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） そのとおりでございます。

〇青山委員長 ほかに質疑はございませんか。

６番、荒関委員。

〇荒関委員 水道事業、少子化、人口減少の中で大変だと思うのです、水商売

も。これは長期的にどこまで人口が減って、今までのやり方でやって

いって、これを維持していけるのか、シミュレーションとかしてみた

ことございましたらお教え願いたいと思います。

〇青山委員長 阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 荒関委員の質問にお答えいたします。

うちのほうでは、平成２８年度に経営戦略なるものを作成しまして、

そこから１０年間の見込みを立ててございます。それの終了が近づい

てくれば、またそれなりにその計画の継続ということで対処していき
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たいと思ってございます。

〇青山委員長 ６番、荒関委員。

〇荒関委員 それは、計画は当然立ててやっているのでしょうが、いわゆる人

口はどんどん減っていって、給水量もどんどん減っていくと思うので

す。そういったときに、このままの経営のやり方でやっていったとき、

どれくらい人口がいて、これくらいの給水量があれば、このままの体

制を維持できるとか、特別な事故があればそうなのですけれども、幸

いに当町は、耐震化とか、そういう事業は、最初に入れて、大分よそ

の町村とは若干違うところもありますので、一時は何か水道料が一番

高いとかと言われた時期もありましたけれども、設備はそれなりに設

備投資は、今までしてきたものと思っております。もし、特別なこと

がなければ、例えば人口５，０００人になったら、ちょっと水道事業

維持していくというのが大変になるとか、単年度収入はこれぐらいな

いとできないとか、そういう目に見えるような形で説明していただけ

ればと思います。

〇青山委員長 阿部上下水道課長。

〇上下水道課長（阿部 明君） 水道事業につきましては、今後２０年ぐらい

は大丈夫だと考えてございます。今現在西北五管内で広域連携という

ことで話合いがなされていまして、最低限うちほうは、だんだん厳し

くなってきますと、金木の水道管とつなげて、双方の支出の関係を抑

えるとか、また市浦の水道管とつなげて経費を削減するとか、そうい

うことも今現在考えてございますので、よろしくお願いいたします。

〇青山委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 水道事業については、基本独立採算をベースにやって

いるわけですから、要するに加入者が減って、給水量が減れば収入が

減って、その収入が減った分コストが下がるかというと、コストは下

がらないと。一定量の経費はかかるということで、素直に考えていく

と、料金を上げていかなければいけないという状況になるのだと私も

認識しております。そういったことを防ぐために、これから求められ

るのは、地域の広がりをどう抑えていくのかというか、元に戻してい

くのかと。人口が減った中で、その減ったなりの暮らし方というもの

をいち早く転換をしていかないと、水道事業そのものも大変になるだ

ろうなと。先ほど特別会計、農集排、漁集排の説明もさせていただい
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たわけでございますが、数値を見てお分かりのとおり、もう既に事業

費そのものは赤字で過去に整備した整備費、公債費、償還金を負担し

ている状況になっております。上水のほうが大変になってくると、排

水のほうもまた大変になってくるわけでありまして、その部分も含め

て、今委員のほうからお話のあった将来計画、きちっと検討してまい

りたいと。今排水の部分については、農集排、漁集排、県の農林水産

部のほうとも協議をしながら、今後どうしたらいいのか検討中であり

ます。

以上でございます。

〇青山委員長 ほかに質疑はございませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 ないようですので、令和３年度中泊町水道事業特別会計予算に

ついての質疑を終わります。

◎散会の宣告

〇青山委員長 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１１時２７分
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令和３年中泊町議会予算特別委員会
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町 長 濱 舘 豊 光 君
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇青山委員長 おはようございます。ただいまの出席委員数は１３人です。定

足数に達していますので、これから本日の会議を開きます。

◎議案第２号の上程、説明、質疑

〇青山委員長 本日は、予算特別委員会に付託されました令和３年度中泊町一

般会計予算の審査を行います。

日程第１、議案第２号 令和３年度中泊町一般会計予算についてを

議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

毛内財政課長。

〇財政課長（毛内康裕君） 議案第２号 令和３年度中泊町一般会計予算案に

ついてご説明いたします。

初めに、令和３年度当初予算の編成経過についてご説明いたします。

本町の財政状況は、依然として自主財源及び経常的な一般財源が少な

いという財政構造が続いております。当町の経常的一般財源の大宗を

占める普通交付税は、今年度の国勢調査による人口減少で大幅な減額

が予想され、また新型コロナウイルス感染症による税収への影響も懸

念されることから、非常に厳しい財政運営が続くと予想しております。

令和３年度の予算編成に当たっては、将来も持続可能な財政運営を

念頭に歳出の抑制を図るとともに、重要な課題は先送りせず、慎重に

選択し、有利な町債を活用しながら重点的、効率的な配分に努めたと

ころであります。

こうして編成を見た令和３年度一般会計予算案は、歳入歳出予算の

総額が歳入歳出それぞれ９２億８，３００万円となり、前年度当初予

算額に対して１４億５，０００万円、率にして１８．５％の増となっ

ております。

次に、歳入歳出予算の概要について款項を追ってご説明申し上げま

す。予算書と別冊の令和３年度一般会計予算に関する参考資料で説明

いたしますので、よろしくお願いいたします。

参考資料の２ページを御覧願います。歳入ですが、第１款町税で対
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前年度比９．６％減の８億２８１万５，０００円、第２款地方譲与税

で８．３％減の６，６３０万８，０００円、第３款利子割交付金で２

４％減の７６万円、第４款配当割交付金で５％減の９５万円、第５款

株式等譲渡所得割交付金で６６．７％増の１５０万円、第６款地方消

費税交付金で１１．３％減の１億７，７５０万円、第７款環境性能割

交付金で２４％減の３８０万円、第８款地方特例交付金で１２５％増

の４５０万円、第９款地方交付税で４．２％減の３３億９，０００万

円、第１０款交通安全対策特別交付金で１．９％減の５７万２，００

０円、第１１款法人事業税交付金で３９．５％減の１６０万円、第１

２款分担金及び負担金で５０．１％減の５９万５，０００円、第１３

款使用料及び手数料で２．１％増の１億３６１万８，０００円、第１

４款国庫支出金で７．３％増の８億５，０９３万２，０００円、第１

５款県支出金で６．２％減の５億３，８６１万１，０００円、第１６

款財産収入で１５％増の１，５９１万円、第１７款寄附金で２．８％

増の７，６８０万１，０００円、第１８款繰入金で１，１８１．３％

増の２億５，２４２万３，０００円、第１９款繰越金で前年度と同額

の７，０００万円、第２０款諸収入で２４．８％減の９，２５０万５，

０００円、第２１款町債で１１０．１％増の２８億３，１３０万円を

計上いたしております。

続きまして、歳出です。３ページを御覧願います。第１款議会費で

は２．２％減の８，０８１万５，０００円、第２款総務費では１３．

３％増の９億３９３万円、第３款民生費では１．５％増の１３億９，

５６４万１，０００円、第４款衛生費では４．２％減の９億９，０２

９万６，０００円、第５款労働費では２４．６％減の１３万２，００

０円、第６款農林水産業費では７．２％減の６億３，０４０万４，０

００円、第７款商工費では１７．７％増の９，２１１万６，０００円、

第８款土木費では５４．４％減の３億２，２４０万円、第９款消防費

では１４４％増の１３億４，８１１万７，０００円、第１０款教育費

では７５．９％増の２２億９，５０３万３，０００円、第１１款災害

復旧費では前年度と同額の７，０００円、第１２款公債費では０．１

％増の１２億１，９０３万９，０００円、第１３款予備費では前年度

と同額の５００万円を計上いたしております。

次に、歳入歳出予算計上の主なものについて歳出からご説明いたし
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ます。１７ページを御覧願います。右側の欄に予算書のページを記載

しておりますので、参考にしていただければと存じます。

第１款議会費は、総額８，０８８万５，０００円、前年度と比較し

ますと１７９万円の減となっております。

第２款総務費、第１項総務管理費、ナンバー２、財産管理費として、

公共施設等総合管理計画更新委託料及び旧武田小学校プール附属屋解

体工事費など、合計で２，０００万４，０００円計上いたしておりま

す。ナンバー５、総合福祉健康センター建設事業で１億３，２７１万

９，０００円計上いたしております。町民の交通手段確保のため、ナ

ンバー６、地域拠点連絡バス運行事業、ナンバー７、中里高校線バス

運行事業、そしてナンバー９、地域生活交通再生促進事業に、合計２，

３９４万２，０００円を計上いたしております。第１項総務管理費の

合計額は７億６，４４２万８，０００円、前年度と比較しますと１億

２，４２３万７，０００円の増となっております。

第２項徴税費、ナンバー３、コンビニ収納事業として、コンビニで

の町税の納付件数の増により、手数料８８万円を計上いたしておりま

す。第２項徴税費の合計額は７，９２５万４，０００円、前年度と比

較しますと１，２３４万５，０００円の減となっております。

１８ページを御覧願います。第３項戸籍住民基本台帳費の合計額は

４，２９２万５，０００円、前年度と比較しますと１，１１２万４，

０００円の減となっております。

第４項選挙費、ナンバー１、衆議院議員総選挙費で８９２万４，０

００円、ナンバー２、中泊町長選挙費として６８７万１，０００円を

計上いたしております。第４項選挙費の合計額は１，５９１万１，０

００円、前年度と比較しますと１，１０８万８，０００円の増となっ

ております。

第５項統計調査費の合計額は８６万７，０００円、前年度と比較し

ますと５８４万６，０００円の減となっております。

第６項監査委員会費の合計額は５４万５，０００円、前年度と比較

しますと１９万３，０００円の減となっております。

１９ページを御覧願います。第３款民生費、第１項社会福祉費、ナ

ンバー２、百歳祝事業として、対象者の増により３０３万円計上いた

しております。ナンバー３、介護保険特別会計繰出金として３億９４
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６万３，０００円を計上いたしております。介護給付費の増が主な要

因であります。ナンバー４、老人福祉センター管理運営委託事業とし

て、指定管理委託料１，２１４万円を計上いたしております。ナンバ

ー５、障害者自立支援給付事業として、扶助費３億４，０１１万６，

０００円を計上いたしております。第１項社会福祉費の合計額は８億

６，６７７万２，０００円、前年度と比較しますと４４４万円の増と

なっております。

第２項児童福祉費、ナンバー２、児童手当支給事業として９，５１

０万円を計上いたしております。ナンバー４、子どものための教育・

保育給付事業として３億８，６８１万１，０００円を計上いたしてお

ります。町内外の認定こども園等への入所費用分であります。第２項

児童福祉費の合計額は５億２，８８６万９，０００円、前年度と比較

しますと１，６５５万円の増となっております。

第４款衛生費、第１項保健衛生費、ナンバー２、国民健康保険特別

会計事業勘定に係る繰出金として１億８８０万円を計上いたしており

ます。保険基盤安定繰出金の減が主な要因であります。ナンバー３、

国民健康保険特別会計施設勘定に係る繰出金として２，４３７万円を

計上いたしております。ナンバー４、後期高齢者医療特別会計繰出金

として２億３２３万６，０００円を計上いたしております。ナンバー

５、子ども医療費給付事業として２，４６４万１，０００円を計上い

たしております。子育て世代の負担軽減を目的に高校生までの医療費

の無料化を継続して実施してまいります。ナンバー７、新型コロナウ

イルスワクチン接種体制確保事業では、コロナウイルスワクチン接種

に係る経費５，９５０万５，０００円を計上しております。第１項保

健衛生費の合計額は５億８，０３１万９，０００円、前年度と比較し

ますと４，３４５万２，０００円の増となっております。

２０ページを御覧願います。第２項清掃費、ナンバー１、西北五環

境整備事務組合負担事業として７，８１１万５，０００円を計上いた

しております。西部クリーンセンター改修工事の終了に伴い負担金額

が減となっております。第２項清掃費の合計額は１億８，４２２万円、

前年度と比較しますと９，７９７万５，０００円の減となっておりま

す。

第３項母子保健費、ナンバー４、子育て世代包括支援センター設立
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準備・運営事業として、母子保健法改正により、妊産婦から乳幼児ま

での健康の保持及び増進に関し、包括的な支援を目的にセンター設置

及び運営費として１５０万７，０００円計上いたしております。第３

項母子保健費の合計額は１，３９６万３，０００円、前年度と比較し

ますと５４５万５，０００円の増となっております。

第４項病院費の合計額は１億８，０７３万円、前年度と比較します

と６５８万９，０００円の増となっております。

第５項上水道整備費の合計額は３，１０６万４，０００円、前年度

と比較しますと４２万１，０００円の減となっております。高料金対

策補助金の減によるものであります。

第５款労働費、第１項労働諸費の合計額は１３万２，０００円、前

年度と比較しますと４万３，０００円の減となっております。

２１ページを御覧願います。第６款農林水産業費、第１項農業委員

会費の合計額は１，７８３万２，０００円、前年度と比較しますと９

２２万３，０００円の減となっております。

第２項農業費、ナンバー５、中山間地域等直接支払推進事業として

９５６万円を計上しております。中山間地域の耕作地維持管理経費で

あります。ナンバー７、強い農業・担い手づくり総合支援事業として

９１９万２，０００円を計上しております。農業機械導入費用を助成

するものであります。第２項農業費の合計額は１億１，２９２万５，

０００円、前年度と比較しますと４，５７９万９，０００円の減とな

っております。

第３項畜産業費の合計額は５４１万３，０００円、前年度と比較し

ますと９万６，０００円の減となっております。

第４項農地費、ナンバー２、多面的機能支払事業として１億３，５

４３万３，０００円を計上しております。ナンバー４、県営十三湖地

区経営体育成基盤整備事業として１億５１３万７，０００円を計上し

ております。十三湖地区圃場整備事業に係る県営事業負担金で、負担

割合は１０％であります。第４項農地費の合計額は３億７，５５７万

円、前年度と比較しますと２，４５４万９，０００円の増となってお

ります。

２２ページを御覧願います。第５項林業費の合計額は３，０５９万

５，０００円、前年度と比較しますと２４万６，０００円の減となっ
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ております。

第６項水産業費、ナンバー２、農業集落排水事業特別会計繰出金と

して２，０４０万９，０００円を計上しております。ナンバー４、中

泊メバ活プロジェクト事業として８１４万８，０００円を計上してお

ります。メバルの新商品開発などに取り組むものであります。ナンバ

ー５、養殖推進プロジェクト事業として３８４万３，０００円を計上

しております。引き続き、マツカワガレイの養殖に取り組むものであ

ります。第６項水産業費の合計額は８，８０６万９，０００円、前年

度と比較しますと１，８１０万２，０００円の減となっております。

第７款商工費、第１項商工費、ナンバー２、商工費の各種負担補助

事業として、町単独のプレミアム商品券発行事業費２９０万円など合

計１，２６６万円を計上いたしております。ナンバー３、地域おこし

協力隊事業では、観光資源の発掘・訪日外国人観光客の受入れ環境の

整備などを目的に、協力隊活動に要する経費３８１万円計上いたして

おります。ナンバー４、宮越家公開管理事業として、企業版ふるさと

納税を財源とし６９３万１，０００円を計上しております。期間限定

で春と秋の２回公開する予定となっております。ナンバー５、なかど

まり魅力発信創作事業として５８１万３，０００円を計上しておりま

す。月一中泊大集合市の開催やＳＮＳを活用した情報発信などを通じ

て町をＰＲし、誘客促進に取り組むものであります。第７款商工費の

合計額は９，２１１万６，０００円、前年度と比較しますと１，３８

２万５，０００円の増となっております。

２３ページを御覧願います。第８款土木費、第１項土木管理費の合

計額は４，３５３万９，０００円、前年度と比較しますと１１８万２，

０００円の減となっております。

第２項道路橋梁費、ナンバー２、道路新設改良事業として３，０７

９万７，０００円を計上しております。工事内容は、舗装打換工事１

件、道路改良工事２件、側溝整備工事１件、舗装新設工事１件、路肩

補修工事１件、ガードレール改修工事１件の計７件であります。ナン

バー３、防雪対策費として、除排雪委託料などで１億１，６９５万５，

０００円を計上しております。ナンバー４、橋梁長寿命化事業として

４，５０１万２，０００円を計上しております。出合橋及び協和橋の

測量設計等を予定しております。第２項道路橋梁費の合計額は２億１，
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３６３万２，０００円、前年度と比較しますと５，９０７万９，００

０円の減となっております。

第３項河川費の合計額は１，９１３万１，０００円、前年度と比較

しますと２１７万２，０００円の減となっております。

第４項都市計画費の合計額は１，３３８万５，０００円、前年度と

比較しますと１３８万７，０００円の減となっております。

２４ページを御覧願います。第５項住宅費、ナンバー２、既設公営

住宅改善事業として７０５万１，０００円を計上いたしております。

空き家住宅解体工事といたしまして４戸の解体を予定しております。

第５項住宅費の合計額は３，２７１万２，０００円、前年度と比較し

ますと３億２，０２８万７，０００円の減となっております。

第６項土地開発基金費は、省略させていただきます。

第９款消防費、第１項消防費、ナンバー２、五所川原消防事務組合

負担事業として、五所川原地区消防事務組合負担金１２億８，８６２

万５，０００円を計上しております。統合消防署建設費負担金などの

増によるものです。第９款消防費の合計額は１３億４，８１１万７，

０００円、前年度と比較しますと７億９，５６０万８，０００円の増

となっております。

第１０款教育費、第１項教育総務費、ナンバー３、学校ＩＣＴ整備

事業として１，１３４万７，０００円計上いたしております。町内全

ての学校に整備いたしましたコンピューターリース料などでございま

す。ナンバー４、こどまり小中学校建設事業として、令和３年度で完

成いたします通称こどまり学園建設工事費など、合計１７億６，４０

６万９，０００円を計上しております。第１項教育総務費の合計額は

１８億７，９１７万８，０００円、前年度と比較しますと１０億５，

４６１万２，０００円の増となっております。

２５ページを御覧願います。第２項小学校費、ナンバー２、管内小

学校施設管理事務事業として３，２０５万７，０００円を計上いたし

ております。中里小学校ストーブ更新経費などを計上いたしておりま

す。第２項小学校費の合計額は８，４６４万円、前年度と比較します

と１，１４２万８，０００円の減となっております。

第３項中学校費、ナンバー２、管内中学校施設管理事務費では、学

校用務委託料など２，８３５万３，０００円を計上いたしております。
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第３項中学校費の合計額は５，７１７万円、前年度と比較しますと８

６１万円の減となっております。

第４項社会教育費、ナンバー２、宮越家整備事業では、企業版ふる

さと納税を財源として、建物、庭園の整備工事経費等８０１万９，０

００円計上いたしております。第４項社会教育費の合計額は１億４，

４５５万３，０００円、前年度と比較しますと４，１７５万２，００

０円の減となっております。

第５項保健体育費の合計額は１億２，９４９万２，０００円、前年

度と比較しますと２３７万４，０００円の減となっております。

２６ページを御覧願います。第１１款災害復旧費、第１項農林水産

業施設災害復旧費及び第２項公共土木施設災害復旧費については、省

略させていただきます。

第１２款公債費についてご説明いたします。ナンバー１、町債償還

元金として１１億７，６２８万６，０００円、ナンバー２、町債償還

利子として４，１８９万３，０００円、ナンバー３、一時借入金利子

として８６万円、合わせて１２億１，９０３万９，０００円を計上し

ております。前年度と比較しますと１０６万９，０００円の増となっ

ております。

第１３款予備費については、前年度と同額の５００万円を計上いた

しております。

以上で歳出の主なものについての説明を終わります。

続きまして、歳入の主なものについてご説明いたします。歳入につ

いては予算書にてご説明申し上げますので、恐れ入りますが、予算書

の１２ページを御覧願います。

２、歳入。第１款町税、第１項町民税で２，７００万９，０００円

減の２億８，５１９万９，０００円、第２項固定資産税で６，０２７

万２，０００円減の３億８，８７１万２，０００円、１３ページを御

覧願います。第３項軽自動車税で１２９万６，０００円増の４，１６

４万２，０００円、第４項たばこ税で３３万２，０００円増の８，７

２６万１，０００円、第５項入湯税では１，０００円を見込んでおり

ます。

第２款地方譲与税、第１項地方揮発油譲与税で２００万円減の１，

４００万円、第２項自動車重量譲与税で４００万円減の４，５００万
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円、１４ページを御覧願います。第３項森林環境譲与税で前年度同額

の７３０万８，０００円を見込んでおります。

第３款利子割交付金から第７款環境性能割交付金までについては、

前年度の決算見込額及び国の地方財政計画を参考に計上しておりま

す。

１５ページを御覧願います。第８款地方特例交付金についても、前

年度の決算見込額及び国の地方財政計画を参考に計上しております。

第９款地方交付税は１億５，０００万円減の３３億９，０００万円

を計上しております。令和２年度で実施した国勢調査の人口減少の影

響等により、普通交付税で１億４，０００万円減の３０億５，０００

万円、特別交付税で１，０００万円減の３億４，０００万円を計上い

たしております。

第１０款交通安全対策特別交付金は１万１，０００円減の５７万２，

０００円を計上しております。

第１１款法人事業税交付金では１０４万５，０００円減の１６０万

円を計上しております。

第１２款分担金及び負担金は５９万７，０００円減の５９万５，０

００円を計上しております。

第１３款使用料及び手数料、第１項使用料で、１６ページから１７

ページを御覧願います。２２５万５，０００円増の９，６８９万９，

０００円を計上しております。

第２項手数料で、１８ページを御覧願います。１５万８，０００円

減の６７１万９，０００円を計上しております。

第１４款国庫支出金、第１項国庫負担金では、１９ページを御覧願

います。６，４５２万５，０００円増の５億１，０１４万５，０００

円、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金の増が主な要因で

あります。

第２項国庫補助金では、２０ページを御覧願います。５７６万９，

０００円減の３億２，１５６万６，０００円を計上しております。

第３項国庫委託金では９９万９，０００円減の１，９２２万１，０

００円を計上しております。

第１５款県支出金、第１項県負担金では、２１ページを御覧願いま

す。３０万４，０００円増の３億１０万５，０００円を計上しており
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ます。

第２項県補助金では、２３ページを御覧願います。３，８１７万７，

０００円減の２億７４０万９，０００円を計上しております。

第３項県委託金では２５５万２，０００円増の３，１０９万７，０

００円を計上しております。

２４ページを御覧願います。第１６款財産収入、第１項財産運用収

入で２０７万５，０００円増の１，５９０万８，０００円を、第２項

財産売払収入で前年度と同額の２，０００円を計上しております。

２５ページを御覧願います。第１７款寄附金は、前年度比２１０万

円増の７，６８０万１，０００円を計上しております。企業版ふるさ

と納税の増が要因であります。

第１８款繰入金は２億３，２７２万３，０００円増の２億５，２４

２万３，０００円を計上しております。

第１９款繰越金から、２６ページを御覧願います。第２０款諸収入、

第４項受託事業収入までは説明を省略させていただきます。

第２０款諸収入、第５項雑入で、２８ページを御覧願います。２，

９９８万７，０００円減の８，７９３万６，０００円を計上しており

ます。

第２１款町債についてご説明いたします。第１目総務債から、２９

ページを御覧願います。第６目教育債まで１２事業合計で対前年度比

１４億８，３４０万円増の２８億３，１３０万円を計上しております。

なお、各地方債の起債区分や事業費等の詳細については、予算に関

する参考資料、１４ページの地方債充当事業一覧をご参照くだされば

と存じます。

これで歳入の説明を終わります。

お戻りいただいて、予算書の８ページを御覧願います。最初に、第

２表、継続費についてご説明申し上げます。第２款総務費、第１項総

務管理費、総合福祉健康センター建設事業で、令和３年度から４年度

までの２か年事業で総額２，１３１万４，０００円を計上しておりま

す。年割額は、令和３年度で１，０６５万７，０００円、令和４年度

で１，０６５万７，０００円となっております。

第３表、債務負担行為についてご説明いたします。固定資産評価替

関連業務として、令和３年度から令和５年度までの期間で限度額２，
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０８８万５，０００円計上いたしております。

次に、地方債についてご説明いたします。９ページを御覧願います。

第４表、地方債では、臨時財政対策債からこどまり小中学校建設事業

までの１２事業を利率年４％以内として、限度額合計２８億３，１３

０万円と定め、計上いたしております。

最後に、再び令和３年度一般会計予算に関する参考資料の１０ペー

ジを御覧願います。平成２６年度以降に引き上げられた消費税分につ

いては、社会保障経費に充てることとなっております。令和元年１０

月の増税分を含め、当町では９，３００万円を見込んでおります。そ

の使途を表にまとめましたので、参考にしていただければと存じます。

１１ページを御覧願います。入湯税についてまとめた表となってお

ります。

１２ページを御覧願います。令和３年度当初予算案では、起債の発

行額を２８億３，１３０万円と見込んでおり、償還額については、借

入れが確定したものの推移を起債区分別に令和１０年度まで表にまと

めました。これについても参考にしていただければと思います。

以上、令和３年度中泊町一般会計予算案についてのご説明といたし

ます。

〇青山委員長 お諮りします。

本案に対する質疑は歳入と歳出を分けて行いたいと思います。ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。

したがって、質疑は歳入と歳出を分けて行うことに決定しました。

なお、ご質問の際は予算書のページを示して簡潔にお願いします。

議案第２号の歳入に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、歳入に対する質疑を終わります。

議案第２号の歳出に対する質疑を行います。

お諮りします。歳出に対する質疑は各款ごとに行いたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。
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したがって、歳出に対する質疑は各款ごとに行うことに決定しまし

た。

第１款議会費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第１款議会費に対する質疑を終わり

ます。

第２款総務費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第２款総務費に対する質疑を終わり

ます。

第３款民生費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第３款民生費に対する質疑を終わり

ます。

第４款衛生費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第４款衛生費に対する質疑を終わり

ます。

第５款労働費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第５款労働費に対する質疑を終わり

ます。

第６款農林水産業費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第６款農林水産業費に対する質疑を

終わります。

第７款商工費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第７款商工費に対する質疑を終わり

ます。

第８款土木費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

１番、田中委員。

〇田中委員 ９１ページの公営住宅解体工事についてなのですが、これは老朽
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化による解体工事だと思いますが、その後の空き地の活用方法、そう

いったものがあるのであれば、お示しください。

〇青山委員長 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 委員のご質問の解体後の空き地利用について

お答えします。

町は現在１０団地、３６５戸を管理しており、そのうち解体対象と

する空き家が８５戸今現在あります。計画的には、中泊町長期総合計

画の後期基本計画ＫＰＩの基本目標を読んで５年までの計画は作成し

ております。解体後の跡地利用については、公営住宅法など法律によ

る制限を確認した上で、敷地の売却など、いろいろ検討する必要があ

ると考えております。今後は、当課だけでなく、関連機関や他の課等

の協力を得ながら、跡地利用を計画していきたいと思っております。

〇青山委員長 １番、田中委員。

〇田中委員 ８５戸解体の対象にあるということで承知をいたしましたが、今

後老朽化が原因による解体が毎年少しずつ行われていくと思います

が、町で利用する可能性が低いとか、そういった土地は、しっかり区

画なり整備なりをして、必要な方への売却を考えていければなと、財

政的な整備に係るお金ですとか、そういった大変な部分もたくさんあ

ると思いますが、何とか前向きな方向で検討していただければと思い

ます。

〇青山委員長 その他質疑ございませんか。

４番。

〇秋元委員 ８８ページの豪雪対策費関連ですけれども、今年は例年になく豪

雪に見舞われました。その中で、特に気がついたところ、車力から役

場までの宮野沢川、あそこの防雪柵のないところ、それからバイパス

の雪だまりで、もう柵が役に立たないところ、それから町外のほうに

なるのですけれども、五所川原地区の防雪柵のホワイトアウトになる、

あの場所があります。我々中泊の町民は、五所川原圏が生活圏になっ

ていますので、通学関係で何とか町として要望とか、そういう対処が

できないものか、それが１点と。

今年みたいな豪雪、来年はどうなるか分かりませんが、予防のため

というか、備えておくというか、今現在の除雪の対応の機械はどうい

うふうな関係になっているのかちょっとお伺いしたいと思います。
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〇青山委員長 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 委員の質問にお答えします。

五所川原車力線、こちらのほうの防雪柵の途切れている部分、こち

らのほうに関しては、高低差、地盤となる盛土の関係から、今柵は設

置されておりませんが、県のほうには、今後とも柵を設置するか、吹

きだまりができないようにということで要望はしています。あと各国

道で柵の途切れている部分とか、雪庇の出ているところ、こちらのほ

うは、そのときの状況を確認したり、あと町民からの情報を得ながら

雪庇の解消とか、そちらのほうは行ってきております。

除雪費ですけれども、除雪費は、その年の天候に大きく左右され、

昨年度のように少ない年もあれば、今年度のように２億円近い費用ま

でかかるという定まったものではないので、私どもでは、過去１０年

間の決算額を基にしながら、最低額５か年の平均値を基にしながら予

算要求は行っております。

参考までに今年の歳出の今予定額ですけれども、今現在は大体９５

％で、金額にすれば１億９，０００万円ほどいっております。

重機の更新についてですけれども、古い重機を更新する、または民

間の機械を借り上げする、そちらのほうの費用の、どちらのほうが歳

出を抑えられるのか、これを検討しながら決めていきたいと思ってい

ますので、すみませんけれども、今は明確な答えは控えさせていただ

きます。

〇青山委員長 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今道路の除雪関係、今課長のほうからお答えしたとお

りでありますが、ホワイトアウトの件でございます。私自身も車を運

転するものですから、ホワイトアウトの件については、非常に懸念を

いたしておりまして、今何とか防雪柵と反対側のほうに誘導灯、はっ

きりと道路端が見えるようなものを造れないか、弘前大学のほうとも

いろいろ検討をしながら有効な対策、もし町のほうで町管理道路でで

きれば、県管理道路、他の市町村の管理道路にもお願いをしていくよ

うな形を取りたいと思いますので、今検討中ということで、もう少し

お時間を頂戴できればと思います。

以上でございます。

〇青山委員長 その他質疑はございませんか。
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（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第８款土木費に対する質疑を終わり

ます。

第９款消防費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第９款消防費に対する質疑を終わり

ます。

第１０款教育費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第１０款教育費に対する質疑を終わ

ります。

第１１款災害復旧費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第１１款災害復旧費に対する質疑を

終わります。

第１２款公債費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第１２款公債費に対する質疑を終わ

ります。

第１３款予備費に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 質疑がないようですので、第１３款予備費に対する質疑を終わ

ります。

これで議案第２号 令和３年度中泊町一般会計予算に対する質疑を

終わります。

以上で予算特別委員会に付託されました議案第２号から議案第８号

までの令和３年度中泊町一般会計予算及び各特別会計予算に対する質

疑は全て終了しました。

◎議案第２号～議案第８号の討論

〇青山委員長 これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇青山委員長 討論なしと認め、これで討論を終わります。
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◎議案第２号～議案第８号の採決

〇青山委員長 これから採決を行います。

お諮りします。議案第２号から議案第８号までの令和３年度中泊町

一般会計予算及び各特別会計予算は原案のとおり可決すべきものと決

定することにご異議はありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇青山委員長 異議なしと認めます。したがって、議案第２号から議案第８号

までの令和３年度中泊町一般会計予算及び各特別会計予算は原案のと

おり可決すべきものと決定しました。

◎閉会の宣告

〇青山委員長 以上をもって予算特別委員会に付託されました案件の審査は全

部終了しました。ご協力ありがとうございました。

これをもちまして予算特別委員会を閉会します。

閉会 午前１０時５９分




